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こ
の
た
び
の
春
の
叙
勲
に
お
き
ま
し
て
、

本
組
合
代
表
理
事
理
事
長
で
あ
る
菊
池
一
郎

氏
が
、
永
年
に
わ
た
り
酪
農
・
畜
産
の
振
興

と
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
ご
功
績
に

よ
り
、
旭
日
双
光
章
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
ま
し

た
。

　
去
る
６
月
１
日
に
、
栃
木
県
庁
に
お
い
て

褒
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
ひ
と
り
氏
の
栄
誉
に
と
ど

ま
ら
ず
、
私
ど
も
関
係
者
一
同
に
と
り
ま
し

て
も
心
か
ら
の
喜
び
で
あ
り
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、酪
農
組
織
の
要
職
に
あ
っ
て
、

指
導
的
立
場
で
ご
活
躍
い
た
だ
く
こ
と
を
ご

祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
尚
、
６
月
21
日
に
、
ホ
テ
ル
東
日
本
宇
都

宮
に
お
い
て
、
役
職
員
に
よ
る
祝
賀
式
を
執

り
行
い
ま
し
た
の
で
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

役員記念撮影

祝　
菊
池
一
郎
氏　
旭
日
双
光
章
受
章

左より、杉井畜産振興課長、菊池一郎氏、青栁農政部長
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６
月
21
日
、
ホ
テ
ル
東
日
本
宇
都
宮

に
お
い
て
第
21
回
通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
総
会
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、

昨
年
度
同
様
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
組
合
員

の
皆
様
全
員
に
書
面
議
決
へ
の
協
力
を

依
頼
す
る
形
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　
南
條
副
組
合
長
の
開
会
宣
言
後
、
臼

井
組
合
長
の
挨
拶
が
続
き
、
来
賓
挨
拶

で
は
栃
木
県
農
政
部
畜
産
振
興
課
杉
井

課
長
の
祝
辞
が
代
読
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

議
長
団
に
は
、
渡わ
た

辺な
べ

誠ま
こ
と

氏
（
大
田

原
市
）
鈴す
ず

木き

積つ
も
る

氏
（
高
根
沢
町
）
の

両
名
が
選
任
さ
れ
、
円
滑
に
議
事
を
進

行
し
て
頂
き
、
全
議
案
と
も
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
終
了
後
、
南
條
副
組
合
長
の
閉

会
宣
言
に
よ
り
通
常
総
会
を
終
了
し
ま

し
た
。

当
日
の
出
席
状
況

組
合
員
数	

４
７
３
名

本
人
出
席	

２
８
名

書
面	

４
２
６
名

第
20
回
乳
質
共
励
会
表
彰

　
本
来
で
あ
れ
ば
総
会
に
お
い
て
執
り

行
う
表
彰
式
で
す
が
、
昨
年
に
続
き
、

個
別
で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
表
彰
者
に
つ
き
ま
し
て
、
下
表
を
ご

参
照
下
さ
い
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
々
に
は
、
敬
意
を
表

し
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
21
回
通
常
総
会
開
催

議長団　左より渡辺誠 氏、鈴木積 氏

表彰区分 支所名 組	合	員	名 連続賞 組合外表彰 表彰区分 支所名 組	合	員	名

最優秀賞

那須高原 ㈱ 桃 井 牧 場 ２年連続 県 知 事 賞

優 良 賞

那須高原 摩 庭 達 彦
〃 ㈲ 小 林 農 産 県 知 事 賞 〃 井 上 仁 作
〃 前 田 宏 幸 ６年連続 県 知 事 賞 宇 都 宮 ㈱シルクランドファーム
〃 加 藤 拓 央 県 知 事 賞 那須高原 林　　　武　信

宇 都 宮 駒　場　　　久 ２年連続 県 知 事 賞 〃 山　口　　　智
県 南 増 山 清 樹 県 知 事 賞 〃 人 見 政 博

優 秀 賞

那須高原 室 井 忠 則 農政部長賞 〃 ㈲エイブルファーム
〃 人　見　　　信 ２年連続 農政部長賞 宇 都 宮 松 本 文 彦

宇 都 宮 大 野 雅 美 農政部長賞 県 南 井 澤 真 也
〃 鷹　箸　　　稔 農政部長賞 那須高原 清 水 時 雄

那須高原 渡 邉 牧 拓 〃 菊　地　　　功
〃 大 関 一 男 〃 後　藤　　　浩

宇 都 宮 羽 田 光 論 ２年連続 〃 熊 谷 貞 二
〃 植　木　　　靖 ６年連続 宇 都 宮 和 知 弘 憲

県 南 大 木 宏 泰 ４年連続 〃 塩野目　満　幸
〃 上 野 敬 子 県 南 柳　　　吉　成
〃 伊 沢 琢 磨 ５年連続 宇 都 宮 川 田 佳 男
〃 鈴 木 輝 男 那須高原 桜 井 和 徳

以上、40名の方々が特に優秀な成績を収められました。
※敬称略

〃 太　田　　　翼
宇 都 宮 小 口 和 則
〃 ㈲ 木 村 牧 場

県 南 加 藤 俊 雄

第20回乳質共励会表彰者
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業
務
部

●	

全
酪
連
東
京
支
所
管
内
枝
肉
共
励
会

開
催
さ
れ
る

　

令
和
４
年
６
月
３
日
か
ら
４
日
に
か

け
、
全
酪
連
東
京
支
所
乳
用
種
経
産
肥

育
牛
枝
肉
共
励
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
７
農
協
よ
り
26
頭
の
出
品
が

あ
り
、
出
品
牛
の
７
割
が
枝
重
３
８
０

ｋｇ
を
超
え
、
半
数
が
４
０
０
ｋｇ
を

超
え
る
、
肉
量
豊
か
な
出
品
牛
と
な
り

ま
し
た
。
当
組
合
に
お
い
て
も
２
名
の

方
が
優
秀
賞
２
席
（
全
体
で
３
番
手
）

優
良
賞
２
席
、
３
席
（
同
、
５
番
６
番

手
）
を
獲
得
さ
れ
る
等
優
秀
な
成
績
を

納
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
も
同
日
に
枝
肉
の
評
価
研
修
と

解
説
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
部
に

ズ
ル
（
水
種
）
や
ア
タ
リ
（
外
傷
）
に

よ
る
割
除
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
経
産
肥

育
と
言
う
特
性
上
、
さ
し
や
肉
質
の
改

善
は
中
々
難
し
い
も
の
が
あ
り
、
首
の

腫
れ
、
飛
節
の
腫
れ
、
腰
角
の
傷
等
、

ス
タ
ン
チ
ョ
ン
や
牛
床
と
言
っ
た
、
日

ご
ろ
の
飼
養
管
理
を
見
直
し
て
頂
き
、

枝
肉
の
価
値
を
高
め
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
ま
た
そ
れ
に
よ
り
カ
ウ

コ
ン
フ
ォ
ー
ト
も
改
善
さ
れ
、
泌
乳
効

率
も
高
ま
り
ま
す
の
で
是
非
ご
一
考
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●	
全
酪
ア
カ
デ
ミ
ー
契
約
農
場
の
募
集

に
つ
い
て

　
酪
農
就
農
や
牧
場
従
事
等
を
志
す
担

い
手
を
育
成
し
就
農
に
結
び
付
け
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
昨
年
８
月
に
「
全

酪
ア
カ
デ
ミ
ー
」
が
設
立
し
、
今
年
か

ら
３
名
の
研
修
生
が
、
就
農
に
向
け
研

修
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
度
、
酪
農

ア
カ
デ
ミ
ー
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
の
で
、ご
紹
介
し
ま
す
。

http://z-academ
y.org/

　
同
時
に
、
新
規
就
農
希
望
者
が
研
修

を
行
う
農
場
及
び
就
農
地
の
情
報
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
い
た

だ
け
る
方
は
、
各
支
所

ま
た
は
指
導
企
画
課
へ

詳
細
を
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●	

乳
牛
の
暑
熱
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
周

知
に
つ
い
て

　
「
ミ
ル
ク
の
国
と
ち
ぎ	

乳
牛
の
暑
熱	

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
２	

０
２
２
年
度
版
）」
が

更
新
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●	

青
年
部
・
女
性
会
に
つ
い
て

　
第
21
回
通
常
総
会
に
お
い
て
、
青
年

部
部
長
に
永
嶋
俊
太
郎
氏
、
副
部
長
に

羽
田
光
論
氏
、
吉
成
正
規
氏
、
女
性
会

会
長
に
興
野
礼
子
氏
、
副
会
長
に
菊
地

瞳
氏
、
海
老
原
治
美
氏
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

組
織
活
動
へ
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
各
役
員
の
役
職
は
別
表
を
ご
参
照
願

い
ま
す
。

女性会本部役員名簿 青年部本部役員名簿
役 職 氏　　　名 役 職 氏　　　名
会 長 興野　礼子 部 長 永嶋俊太郎
副会長 菊地　　瞳 副部長 羽田　光論
副会長 海老原治美 副部長 吉成　正規
会 計 山本　圭子 会 計 杉野　健司
監 事 松本　真弓 監 事 山中　直樹
監 事 國母　悦子 監 事 和泉　正行
委 員 大島富士子 委 員 北向　秀樹
委 員 八木沢朝江 委 員 高塩　浩典
委 員 廣田　純子 委 員 松井　　光
参 与 八木沢恵子 参 与 今　　知成
◎任期は2年となっております。 顧 問 山本　　訓

６月度　ホクレン初妊牛市場成績　〔単位：千円（税込）〕

市場名 開催日 出場頭数 成立頭数 取引率 平均価格 （そのうち ET 牛）
出場頭数 成立頭数 平均価格

十 勝 6月 ９ 日 706 610 86.4% 603 154 139 830
根 室 6月20日 471 435 92.4% 565 72 65 754
釧 路 6月21日 248 189 76.2% 497 24 12 736
北 見 6月22日 348 320 92.0% 484 15 15 699
豊 富 6月24日 370 341 92.2% 496 3 3 748
合 計 2,143 1,895 88.4% 529 268 234 753
前 月 2,722 2,260 83.0% 528 301 268 701
前年同月 2,008 1,756 87.5% 685 147 141 880
　初妊牛の今後の動向は 10 月分娩が中心となります。相場については、道内外の
購買意欲の減少から引き続き軟調で推移すると見込まれます。中でも雌雄選別腹は
弱含みのため購買しやすい状況となっております。夏分娩から秋分娩へ移行する中
で、極端な相場上昇は無いと見込まれ、しばらくは導入しやすい環境が続くと思わ
れます。資源については、各地域増加傾向となっております。導入を希望される方
は腹条件、分娩月をご検討の上でのお申し込みをよろしくお願い申し上げます。

６月度　県内家畜市場成績　〔単位：円（税込）〕

市場名 種  別 出場
頭数

成立
頭数

平均
体重 最  高 最  低 平  均 前回比

（
６
／
30
）

那　
　
須

F １雄 130 130 64 319,000 11,000 216,226 ▲ 8,753

F１雌 114 113 64 267,300 67,100 184,021 12,641

ホルス雄 121 119 64 206,800 11,000 128,737 ▲ 17,059

　今回の初生牛相場は前号に報告した 2 月の平均価格と比較しますと、全
ての種において強含みで推移しています。F1 雄の相場動向を見ますと、2
月の平均 155 千円から約 60 千円ほど値上がりしました。例年春先から夏
にかけて価格は上昇傾向となり、7 月をピークに徐々に弱含みに転じる傾向
となっています。
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生
乳
受
託
課

　
令
和
４
年
６
月
度
の
組
合
生
乳
生
産

量
は
、
２
万
１
７
７
７
ｔ
（
前
年
比
１	

０
３・
１
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
各
支

所
の
受
入
乳
量
は
、
那
須
高
原
支
所
１	

万
５
２
３
０
ｔ
（
前
年
比
１
０
６・
２	

％
）、
宇
都
宮
支
所
２
４
３
３
ｔ
（
同
98・	

７
％
）、
県
南
支
所
４
１
１
４
ｔ
（
同
95・	

０
％
）
と
な
り
、
出
荷
者
数
は
前
年
同

月
よ
り
20
戸
減
の
３
４
０
戸
（
内
、
学

校
１
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
６
月
度
の
組
合
平
均
乳
質
は
、
脂
肪

率
３
・
79
％
（
前
年
差+

０
・
05
％
）、

無
脂
固
形
分
率
８
・
80
％
（
同+

０
・

01
％
）
と
乳
成
分
は
上
が
り
、
体
細
胞

数
に
つ
い
て
も
18
・
06
万
と
前
年
よ
り

約
１
万
低
下
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
関
東
生
乳
販
連
の
６
月
の
総
受
託
乳

量
は
８
万
８
８
２
０
ｔ
（
前
年
比
１
０	

０・
３
％
）
と
な
り
、
17
ヶ
月
連
続
し

前
年
を
上
回
る
状
況
で
す
。
用
途
別
販

売
数
量
を
見
る
と
、
飲
用
・
は
っ
酵
乳

等
向
け
の
不
振
が
続
い
て
い
る
こ
と
、

学
乳
が
行
事
等
の
関
係
で
前
年
を
下

回
っ
た
こ
と
等
か
ら
、
加
工
向
け
は
前

年
比
１
５
０・８
％
と
増
加
し
ま
し
た
。

全
国
の
生
産
量
は
99
・
８
％
と
32
ヶ
月

振
り
に
前
年
を
下
回
り
ま
し
た
。
北
海

道
が
前
年
比
１
０
０・
１
％
と
40
ヶ
月

連
続
で
上
回
り
は
し
ま
し
た
が
、
生
乳

生
産
抑
制
の
効
果
も
あ
り
、
昨
年
は
一

時
前
年
比
１
０
４
％
程
度
の
勢
い
で
伸

び
て
い
た
生
産
量
が
ほ
ぼ
前
年
並
み
に

落
ち
着
い
た
状
況
で
す
。

　
な
お
、令
和
４
年
６
月
度
の
生
産
量・

乳
質
、
及
び
関
東
生
乳
販
連
の
用
途
別

販
売
数
量
は
別
表
の
通
り
で
す
。

令和４年度　関東生乳販連用途別販売数量　（単位：kg・％）
用　　途 ６月期実績 前年同期

実　　績 前年比 ６月末実績
（累計）

前年同期
実　　績 前年比

飲 用 牛 乳 向 け 67,941,142	 69,948,479	 97.1	 204,342,515	 210,017,163	 97.3	
（うち学校を除く飲用） 54,777,150	 56,454,604	 97.0	 170,899,984	 175,628,701	 97.3	
（うち学校向け） 13,163,992	 13,493,875	 97.6	 33,442,531	 34,388,462	 97.2	
は っ 酵 乳 向 け 12,082,533	 12,475,849	 96.8	 36,648,274	 37,726,289	 97.1	
脱粉・バター等向け 7,621,905	 5,054,031	 150.8	 33,114,529	 24,736,100	 133.9	
（うち委託加工向け） 0 0 － 0 0 －

生クリーム等向け 1,068,658	 1,038,704	 102.9	 3,194,186	 3,165,526	 100.9	
チ ー ズ 向 け 106,133	 78,102	 135.9	 325,473	 257,516	 126.4	
全 乳 哺 育 向 け 0 0 － 0 0 －

総 受 託 乳 量 88,820,371	 88,595,165	 100.3	 277,624,977	 275,902,594	 100.6	
脱粉・バター等向け比率 8.58	 5.70 － 11.93	 8.97	 －

　那須高原　　　 　宇都宮　　　 　県　南　　　 　令和４年度　　　 　令和３年度
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9.00

8.95

8.90

8.85

8.80

8.75

8.70

％  無脂乳固形分の推移
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３
月
度
理
事
会
（
３
月
31
日
）

報
告
事
項

㈠　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈡　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈢　
押
印
廃
止
に
つ
い
て

㈣　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈤　
職
員
人
事
に
つ
い
て

㈥　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠　
２
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

㈡　

	

定
款
及
び
規
約
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

㈢　

	

令
和
４
年
度
事
業
運
営
に
関
す
る

理
事
会
附
議
事
項
に
つ
い
て

①
借
入
金
の
最
高
限
度
に
つ
い
て

②
当
座
借
越
限
度
設
定
に
つ
い
て

③	

一
組
合
員
に
対
す
る
貸
付
金
の
最

高
限
度
額
及
び
貸
付
利
率
の
最
高

限
度
に
つ
い
て

㈣　

	

令
和
４
年
度
乳
代
手
数
料
及
び
事

業
賦
課
金
の
設
定
（
暫
定
）
に
つ
い
て

㈤　

	

令
和
４
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対

策
方
針
（
案
）
に
つ
い
て

㈥　

	

令
和
４
年
度
生
乳
出
荷
奨
励
実
施

要
領
（
案
）
に
つ
い
て

㈦　

	

令
和
４
年
度
拠
出
金
等
の
控
除
に

つ
い
て

㈧　

	

令
和
４
年
度
配
合
飼
料
・
粗
飼
料

及
び
Ｔ
Ｍ
Ｒ
飼
料
供
給
量
別
利
用
奨

励
措
置
（
案
）
に
つ
い
て

㈨　

	

令
和
４
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

計
画
（
案
）
及
び
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト

事
業
計
画
及
び
収
支
計
画
（
案
）
に

つ
い
て

㈩　

	

酪
農
経
営
安
定
緊
急
対
策
の
期
間

延
長
に
つ
い
て

�　
第
21
回
通
常
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

�　
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

�　

	

育
児
・
介
護
休
業
等
に
関
す
る
規

程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

４
月
度
理
事
会
（
４
月
28
日
）

報
告
事
項

㈠　
組
合
員
の
予
告
脱
退
に
つ
い
て

㈡　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈢　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈣　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈤　
特
別
管
理
未
収
金
の
報
告
に
つ
い
て

㈥　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

㈦　

	

子
会
社
（
酪
農
と
ち
ぎ
ア
グ
リ
サ

ポ
ー
ト
）
令
和
３
年
度
事
業
実
績
に

つ
い
て

協
議
事
項

㈠　

	

３
月
度
及
び
令
和
３
年
度
事
業
実

績
に
つ
い
て

㈡　

	

令
和
４
年
度
配
合
飼
料
等
特
別
緊

急
対
策
措
置
（
案
）
に
つ
い
て

㈢　
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

㈣　

	

第
21
回
通
常
総
会
の
附
議
事
項
に

つ
い
て

㈤　
目
的
積
立
金
の
取
り
崩
し
に
つ
い
て

㈥　
外
部
団
体
等
の
役
員
推
薦
に
つ
い
て

㈦　
組
合
と
理
事
と
の
契
約
に
つ
い
て

５
月
度
理
事
会
（
５
月
31
日
）

報
告
事
項

㈠　
組
合
員
に
加
入
に
つ
い
て

㈡　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈢　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈣　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈤　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠　
令
和
３
年
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

㈡　

	

第
21
年
度
剰
余
金
処
分
（
案
）
に

つ
い
て

㈢　

	

第
20
回
乳
質
共
励
会
表
彰
（
案
）

に
つ
い
て

㈣　
４
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

㈤　

	

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
基
金
関
連
規
程
等

の
改
廃
に
つ
い
て

㈥　
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

㈦　
外
部
団
体
等
の
役
員
推
薦
に
つ
い
て

㈧　
組
合
と
理
事
と
の
契
約
に
つ
い
て

㈨　
執
行
役
員
体
制
に
つ
い
て

臨
時
理
事
会
（
６
月
６
日
）

協
議
事
項

㈠　

	

令
和
４
年
度
乳
価
安
定
特
別
対
策

の
実
施
に
つ
い
て

６
月
度
理
事
会
（
６
月
30
日
）

報
告
事
項

㈠　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈡　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈢　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈣　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠　
５
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

㈡　

	

令
和
４
年
度
理
事
報
酬
の
配
分
に

つ
い
て

㈢　

	

役
員
賠
償
責
任
保
険
の
加
入
（
更

新
）
に
つ
い
て

㈣　
夏
季
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

㈤　

	

第
21
回
通
常
総
会
質
問
・
意
見
要

望
書
に
対
す
る
回
答
（
案
）
に
つ
い
て

㈥　

	

令
和
４
年
度
中
小
酪
農
経
営
等
生

産
基
盤
維
持・強
化
対
策
事
業
及
び
、

畜
産・酪
農
生
産
力
強
化
対
策
事
業・

和
牛
遺
伝
資
源
流
失
防
止
対
策
緊
急

支
援
事
業
の
対
応
に
つ
い
て

《
新
入
職
員
紹
介
》

新
規
採
用
者
（
４
月
１
日
付
）

那
須
高
原
支
所
業
務
推
進
課

大お
お
原は
ら　
秋あ
き
名な

　
4
月
か
ら
那
須

高
原
支
所
に
配
属

に
な
り
ま
し
た
、

大
原
秋
名
と
申
し

ま
す
。

　
出
身
は
那
須
塩
原
市
で
、
学
生
時
代

は
那
須
拓
陽
高
等
学
校
の
食
品
化
学
科

に
入
り
、
酪
農
に
も
触
れ
る
機
会
が
多

く
あ
り
、
そ
こ
で
興
味
を
持
ち
酪
農
学

園
大
学
に
進
み
ま
し
た
。
卒
業
後
は
畑

作
関
係
の
仕
事
に
数
年
携
わ
り
、
今
年

度
よ
り
縁
あ
っ
て
本
組
合
に
入
組
い
た

し
ま
し
た
。

　
酪
農
に
つ
い
て
の
知
識
や
技
術
は
ま

だ
ま
だ
勉
強
中
で
、
不
慣
れ
な
点
も

多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
に
日
々
邁
進
し
て
行

き
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

酪農とちぎ機関紙【第120号】
■発行／酪農とちぎ農業協同組合　　■企画・制作／総務部


